
 

■ 企画展示 行徳鳥獣保護区の 
絶滅危惧種の鳥たち 

絶滅危惧種ってなんだろう？ どうやったら守れるの？ 

行徳鳥獣保護区にいる 50 種以上の絶滅危惧種を紹介。 

 
 

 

 

 

■ 土曜日は、あいねすとの自然散策会 

７月 4日、11日(午後 3 時 30 分より) 

８月 休止します 

９月 19日、26日(午後 3 時 30 分より) 

（雨天時は中止） 

 

丸浜川沿いは木々が大きく、風もあり比較

的しのぎやすいですが、開始時間の気温に

よっては、中止することがあります。 

歩きやすい靴、帽子、水筒は必ずご用意く

ださい。あいねすと周辺に飲料の自動販売

機はありません。 

時   間 7 月、9 月は、午後 3 時 30 分から 

1 時間程度 

受付開始 開始時間の 30 分前から 

各日先着 10 名  双眼鏡貸出あり 

※イベントの予定は、諸事情により変更になる場合があります。上記の QR コードから行事案内をお確かめの上、ご来館ください。 

※ベビーカーや車いすの方も参加できます。 
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公式 Web サイト 

あいねすと行事案内 

あいねすとの前を流れる丸浜川沿いの道を、生きものを観察しながらゆったり散策します。 

   

■夏のイベント予定 

■虫を捕まえて観察しよう（要申込） 

あいねすと近辺で、虫を探して捕まえ、観察しま

す。観察後は虫たちを元の場所へ戻します（持ち

帰れません）。電話・来館で 7 月４日（土）午前

9 時より事前申込。先着順 15 名、雨天中止。 

７月１８日（土）午後 2 時 45 分～4 時３０分 
 

■早起き自然観察会（要申込） 

朝の少し涼しい時間に、あいねすとのまわりで生

きもの探しをします。どんな生きものがどこにい

るでしょう？ 電話・来館で８月１日（土）午前

9 時より事前申込。先着順 15 名、雨天中止。 

 

８月 15 日（土）午前 8 時 45 分～10 時 

シジュウカラの巣立ちビナ  

学名 Parus cinereus スズメ目シジュウカラ科。 

まだ親鳥に甘えてエサをねだっています。クチバシの 

付け根にヒナの印、黄色い「馬
ば

蹄
てい

斑
はん

」が見えます。 

全身黄色っぽく、黒い模様も薄く、尾羽が短いです。 

６月２０日（土）～11 月中旬ごろまで   

ナナフシモドキ 

「ナナフシ」は略した名。木

の枝に似た姿で木の葉を食

べます。メスだけで単為生

殖できるのでオスは非常に

まれにしかみられません。 



  
 
 

■あいねすとカフェ 営業時間 午前 9 時～午後 4 時４５分 

 

  

サンゴジュ（珊瑚樹） 

 

 

■ あいねすとへのアクセス 
最寄り駅は、東京メトロ東西線の行徳駅または南行徳駅で

す。駅からは徒歩またはバスをご利用いただけます。 

また、JR 本八幡駅南口からもバスが出ています。 

車でお越しの際は無料駐車場がありますが、収容台数が少

ないので公共交通機関のご利用をお願いいたします。 

 

 あいねすとの詳しい情報は 

右の QR コードからご覧いただけます。 

 

 

暑い外を散策してきたら、冷たい飲みもの

やジェラートでゆっくり涼んでください。 

※中 2 階と 2 階では、飲みものだけ飲ん

でいただけます。食べ物は 1 階か外のベン

チで食べてくださいますようお願いしま

す。食べ物の持ち込みはご遠慮ください。 

■ あいねすと周辺で見られる夏の鳥 

カワセミ幼鳥（メス）。６月から８月ご
ろ、巣立ちして丸浜川に出てきます。
全身灰色っぽく、しぐさも幼いです。 

あいねすと周辺で見られる夏の鳥 

カルガモ 

キジバト 

キアシシギ 

アオアシシギ 

イソシギ 

ウミネコ 

コアジサシ 

カワウ  

アオサギ 

ダイサギ  

チュウサギ 

コサギ 

ミサゴ 

トビ  

サシバ 

カワセミ 

コゲラ 

オナガ  

ハシボソガラス  

ハシブトガラス 

シジュウカラ   

ヒヨドリ  

オオヨシキリ 

セッカ 

ツバメ 

メジロ  

ムクドリ 

コムクドリ 

スズメ  

ほか 

 

■ あいねすと周辺の花と草木 

8 月半ばから 9 月に真っ赤に熟す

実をサンゴに見立てた名前です。コ

ムクドリが好んで食べるので、長い

レンズのカメラを構えた人もたく

さん集まります。みどりの国近くの

芝生広場後ろにある木です。葉や幹

に水分を豊富に含み、防火樹として

庭木などに利用されます。 

オグロシギ。なかなか会えない鳥。
あいねすと上空を、さまざまな渡り
鳥が飛んでいることを実感します。 

 

 （鳥名は日本鳥類目録順） 
 

 

■ 鳥の声を聞いてみよう！ 

６月、７月は、シジュウカラはじめ、メジロ、カワセミなどの

留
りゅう

鳥
ちょう

や、ツバメなどの夏
な つ

鳥
ど り

の若鳥がたくさんいます。クチバシ

の端に黄色い「馬
ば

蹄
て い

斑
は ん

」があったり、頭のあたりの羽毛がポヤ 

ポヤしていたり、なんとなく幼い、かわいらしい姿です。親鳥

に連れられて、エサの採り方や身の守り方を学んでいます。 

8 月に入ると、旅鳥のシギたちが干潟や上空に現れます。何千

キロという距離の旅の途中、保護区で羽根を休めていきます。 

 

 

 

あいねすと 1 階に置かれた

白い小さな箱。あいねすと周

辺にいる鳥の声が聞ける機械

です。季節ごとに聞ける声を

替えています。写真と番号で

声の主を掲示。散策の際に聞

いた鳥の声、あいねすとで答

え合わせしてみてください。 


